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コロナ禍における図書館とそのサービス
プリンストン大学図書館の事例



• 所在地: ニュージャージー州

• 学生数: 

– 学部生 5,267名 (98%は寮) 

– 大学院生 2,946名

• 教員数: 1,289名

– 教員と学生の割合: 5:1

• 学部教育に重点をおく

• 人文学が強い

プリンストン大学について



プリンストン大学図書館について

• 図書館:本館+分館 9 

• 遠隔書庫:2 (ReCap, Annex)

• 図書館スタッフ: 約400名

• サブジェクト・ライブラリアン:53名

• 蔵書: 7百万(印) 5百万（写）2百万点(その他)

• コンソーシア: ReCap、BorrowDirect等



2020年3月から10月まで

統計でみる新型コロナ



国別新型コロナ感染者数



COVID-19合衆国感染者数





プリンストン大学における
新型コロナ感染



新しいサービスを中心として

新型コロナ禍における図書館の

状況と利用者への対応の経緯



新型コロナ禍における図書館の状況

• キャンパス及び図書館ロックダウン前夜
– 学長より注意を換気する一斉メールが出される

– 学部生は一部を除き強制的に退寮、帰宅

– 貸し出されていた図書館資料の一斉返却

• ロックダウン開始後
– 図書館長, Library Leadership Teamのもと、

Return Task Force結成

– ライブラリアンは在宅勤務 (emailやzoomによる
レファレンス、データ・統計、地図も含む)

– 郵便物の受け入れ窓口閉鎖、ILLの停止

– 書籍、雑誌、DVD等のオーダー停止。(電子資料への
一時的移行)



図書館サービスと段階的復帰への経緯

03/12 リモート学習支援の一部としてビデオ ”Meet Our  
Specialist”を作成、図書館のホームページやSNSにて配信

03/12  E-resourceライブラリアンを中心とするチームによる
電子書籍、データベースへの購入、一時アクセスへの対応開始

03/23  リモート環境での研究、学習、教育支援のためのweb
ページを図書館のホームぺージに開設

04/03  Hathi Trustの期限付きアクセス開始

05/20  人文学部学部長連名の、学長及び図書館長への図書館
資料アクセスに関する要望書が提出される

05/29  図書館の段階的復帰計画発表



06/08  本館にてcurbside pick up及びscan serviceの準
備始まる

3月に一斉返却された書籍の移動
curbside pick up のための図書館施設の配置替え
スタッフによるcurbside pick upのシミュレーション
ポスター等の配布、キャンパスの健康管理部の視察

06/21  EALにおけるcurbside pick up とscan service開
始

06/22  秋学期のcourse reserve受付開始 (e-reserveの
み)

07/31  秋学期の学部のクラスはオンラインと確定。大学
院はハイブリッド

E-reserve以外の図書館資料利用

CDL(Controlled Digital Lending)サービス開始



08/04  本館にて机と書架利用のパイロット開始
EALにてオフィス等のスペースとスタッフの配置変更、パブ
リックコンピュータとプリンタの撤去、大学健康管理部の審査

08/17  机と書架利用の開始
プリンストン大学所属者のみ

新型コロナに対するガイドラインを受講、コロナの検査を受
け、学科の許可を得た者のみ予約にて利用可能

08/20  一部のスタッフは一週間おきに勤務開始

08/20  キャンパスでの新型コロナの検査開始

09/04  Study Room の開室

09/28  Borrow Direct 再開



新型コロ中禍の新サービス

• Curbside pickup

– 図書館において、ユーザーがスタッフとの接触なしにリクエス
トした資料を受け取るサービス

– (video?)

• スキャン・サービス

• CDL (Controlled Digitized Lending)
– リクエストによる資料のデジタル化と制限付き貸借

• Zoomによるレファレンス、インストラクション、
オリエンテーション



新サービスの特徴

• スタッフ＋他部署からのボランティアで対応

• リモートで行われるサービスが主体

• オンサイトのサービスにはヘルスチェック要

• 特別なプロトコルの設置

• 通常の勤務時間より長い時間働くことも
– ユーザーの所在地により時差が生じるため



オンライン資料のアクセス

• Course reserve

– 授業のためのリザーブは殆どがEリザーブへ

• Hathi Trust Emergency Temporally Access
– Hathi Trustへのアクセス

• 電子書籍、データベースの出版社からの特別サービス
提供

• CDL (Controlled Digital Lending)
– リクエストによる資料のデジタル化と期限付き貸借

• オープン・アクセス
– ガイド作成
– Open Access week

• 著作権法理解のためのガイドライン



Hathi Trust Digital Library ETAS
• 2008年にトップ10大学図書館を中心に創設される

• 本部: ミシガン大学

• 米国著作権法に抵触しない出版物をデジタル化し保存、
アクセス可能にするために作られた電子図書館

• 現在1千7百万点(書籍8百50万点、雑誌4十万26千点)がデ
ジタル化されている

• 3月にコロナ禍に対応するためETAS (Emergency 
Temporally Access Service) を開始
– 現在北米で171大学が使用

– この期間30万回のアクセスを記録

– プリンストンではXXX回のアクセス



Hathi Trust ETAS

• ETASの条件

– 卒業生、他大学に属する利用者はアクセス不可

– 各大学でETASによりオンラインアクセスが可
能な資料は、物理的な貸借はできない

– ILL(図書館相互貸借)、複写サービスには提供
不可

– 書籍全体、もしくは一部のダウンロー不可



Hathi Trust ホームページ



Hathi 画像



プリンストン大学認証システム





統計でみるHathi Trustの利用
プリンストン大学の場合



NDLとの比較



CDL (Controlled Digital Lending)

• 資料の制限付きデジタル化と貸借

• 2年前より始まる
– 自館で所蔵する資料のみに対応

– リクエストに応じ、自館においてデジタル化

– 紙媒体の資料の貸し出しと返却に準じる
• 貸し出し時間は3時間

• 複数のユーザーの同時アクセスは不可

– 一定の期間後削除

– プリンストンでの利用統計 10,000点



図書館における業務の再開

• 現時点でライブラリアンが戻っている大学
– プリンストン大学、コロンビア大学、ミシガン
大学

– 一部のライブラリアンのみ

– 完全復帰ではなく、在宅勤務が主

• 1月まで戻らず、在宅勤務の大学(未定)

– ハーバード大学、イエール大学、シカゴ大学、
スタンフォード大学、ペンシルバニア大学、

• ARLの統計



画像を中心に

新型コロナ禍の図書館状況



ソーシャル・ディスタンシングの
サイン



テスト用アプリ、配布マスク



東アジア図書館入り口



フロントデスク



使用不可となったユーザー用コンピュータ



図書館内のサイン



消毒のため隔離されたコンテナ



学習用の机



クラス用図書館資料



Curbside pick up



カタログ



リザーブ



統計でみる館内利用



サブジェクト・ライブラリアンに求められた
ものと、これからのサービス

プリンストンの事例の特徴



図書館に求められたこととチャレンジ
これからのサービス

• 利用者のニーズに答える
– 素早い対応 Collection Development, Resource 

sharing, Researchの各AULの対応
– 柔軟性
– 可能性を探る (多種に渡るアイディア)

• ティームワークとコミュニケーション

• 新しいサービスの提供とポストコロナ
– 電子媒体への移行?

• 新しく加筆される図書館のミッション
– 原稿の発表 (11/30/2020)



サブジェクト・ライブラリアンに
求められたもの

• リエゾンとしての更なる活動
– チャットサービスへの参加や積極的なレファレ
ンス対応

– ユーザーへの新サービスの説明やサポート
– Fnd your Subject Librarian

• 新型コロナ禍状況下に適した新しいガイド等
の作成

• クラス用ツールの使い方の習得、インストラ
クターとの共同作業

• オンライン展示、録画やZoomによる授業支援

https://library.princeton.edu/staff/specialists


ありがとうございました。

Setsuko Noguchi

snoguchi@princeton.edu


